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第１章 課題設定の理由・経緯

１ 実習校の現状と課題

実習校は，児童数490名程度，学級数19学級

の小学校である。ここ10年の間に児童数が急激

に増え，子ども会や自治会に属さず，地域内の

関わりが希薄な家庭が増えてきている。家庭の

生活状況や保護者の価値観も多様化し，個別に

支援を必要とする家庭や子どもが少なくない。

子どもたちは，明るく活動的である。学校生

活の基盤づくりのため，生活面や学習面の共通

したきまりに基づいて全教職員で子どもたちに

関わるように心がけ，子どもたちの様子はずい

ぶん落ち着いてきた。その反面，自己中心的な

言動や学習意欲・粘り強さの無さが目立ち，基

礎的・基本的な学力や自己肯定感が低い子ども

たちの多いことが課題として挙げられている。

そうした課題を解決するため，平成24年度から

「自尊感情」と「学級力」の向上を柱として，

研究に取り組んでいる。しかし，教職員のアン

ケートからは，学級力の取り組みを推進してい

くために設定されている時間がうまく活用でき

ていないという課題も見えてきた。

２ 実習校の取り組みに関する先行研究

田中（2009）は 「総合学級力とは，子ども，

たちが学ぶ組織としての学級の中で，常に協働

してチャレンジする目標を持ち，友だちとの豊

かで創造的な対話を通して，規律と協調のバラ

ンスを保とうとする力である」と定義づけてい

る。田中は，総合学級力を４領域16項目からな

る力の総体としてとらえている。そして，学習

指導要領のねらいの実現には，総合学級力を高

めることが必要であると指摘している。

新潟大学教育学部附属新潟小学校では，田中

が提唱した「総合学級力」から示唆を得て，こ

れに修正を加え 「附属新潟式学級力」の考え，

方を生み出した。総合学級力を整理し，４領域

８項目にまとめている。この８項目について，

毎月子どもたちにアンケートを実施し，その結

果をもとに子どもたちが自分の学級の学級力を

分析的に見られるようにしている。また，子ど

もたちだけでなく，全教職員で一緒に取り組む

という考えのもと，学級力アンケートの結果を

持ち寄って学年団で話し合うスマイルミーティ

ングの時間を設定している。

第２章 実践の目的

１ 実践の課題設定

実習校では，子どもたちの主体性の乏しさや

対人関係スキルの低下，自己肯定感の低さを解

決するため，学級力の向上に取り組んでいる。

しかし，教職員アンケートの結果，取り組みの

意義を全教職員で理解し，学級力の時間を十分

に有効活用できていないことが分かった。こう

した現状を踏まえ，本実践では，子どもたちや

教職員のコミュニケーションや情報共有・共通

理解の場の工夫と，学級力の時間の活用方法の

提案により，学級力向上に対する効果や課題に



ついて検討することを目的とした。

２ 仮説

子どもたちや教職員のコミュニケーションや

情報共有・共通理解の場を工夫することと，学

級力の時間を有効活用することで，子どもたち

や教職員の自尊感情が育まれ，あたたかく充実

した人間関係に支えられた学級経営が実現でき

ると考えた。

全体研修で参加型研修を行うことにより，取

り組みの意義に対する理解の深まりと，教職員

同士の人間関係の広がりが期待できるのではな

いかと考えた。

また，ニコニコタイムですぐに実践できるよ

うな資料の提供を行ったり，教職員が実際にエ

クササイズを体験したりすることで，ニコニコ

タイムに対する教職員の意識の変革を図り，学

級力向上のためのニコニコタイムの活用が期待

できるのではないかと考えた。

第３章 実践の計画

１ 実践の全体計画

コミュニケーションや情報共有・共通理解の

場の工夫として，現職教育での全体研修の企画

と運営，掲示板「そよ風コーナー」の設置に関

わった。また，学級力の時間を有効活用する工

夫として，構成的エンカウンターグループの参

加型研修や資料の提供，実践などを行った。取

り組みの効果測定には 学級力アンケートと 心， 「

のげんきチェック 「楽しい学校生活を送る」，

ためのアンケート（Ｑ－Ｕ 」を使用した。）

２ 実践の具体的な計画

教職員の共通理解を図るため，①学級力の取

り組み，②学級力の時間の意義と活用，③取り

組みに必要な主な手法の基本をテーマにした全

体研修の企画・運営，④現職教育だより「そよ

風」の発行，を計画・実践した。

子どもたちや保護者，教職員への情報提供と

共有を図るために，①ニコニコタイムの様子を

掲示する「そよ風コーナー」の設置，②学校の

ブログへの活動の様子の投稿，③子どもたち同

士での情報共有と，学級力向上の取り組みの継

， 。続をねらいとした授業実践 を計画・実践した

学級力の時間の活用と活性化を図るために，

①構成的エンカウンターグループや思考力スキ

ルシートの資料ファイルの作成，②ニコニコタ

イムに使える教材の提供，③構成的エンカウン

ターグループの参加型研修と実践，④各学年や

学級の実践紹介，⑤スマイルミーティングへの

参加，を計画・実践した。

第４章 実践の結果

１ 教職員の共通理解を図るために

学校の研究主題の主な概念や取り組みに必要

な手法についての共通理解を図ることができる

よう，現職教育の企画・運営を補佐した。

第１回目の現職教育の時間に，研究テーマの

周知と学級力の取り組みの基本的な考え方につ

いて全体研修を行った。学級力の取り組みの基

盤となる考え方の説明や大まかな流れを説明し

た後，先行実践事例や実習校の昨年度の取り組

みを示した。新しく赴任してきた教職員も取り

組みの具体的イメージがつかめるように，実際

にエクササイズを体験したり，おすすめポイン

トとともに活動例を挙げたりして具体的に紹介

した。

また，取り組みに必要な主な手法として構成

的エンカウンターグループの参加型研修を２回

。 ，にわたって企画した なかまづくりだけでなく

自己他者理解の促進や思考力向上を意図する集

団活動など，教職員が実際に体験してその有効

性を実感できるような内容を扱った。

子どもたちのやる気や学級の居心地のよさか



ら学級力向上を把握するため 「楽しい学校生，

活を送るためのアンケート（Ｑ－Ｕ 」の結果）

分析と活用方法についての研修を２回行った。

１回目は基本事項やプロット図の見方を学ん

だ。２回目は１回目との比較分析の仕方を研修

， 。し 今後の目標と具体的実践内容を話し合った

情報共有と共通理解を目的とし，現職教育だ

より「そよ風」を定期的に全15回発行した。教

職員の資質や意欲の向上につながるように，学

級力の取り組みだけでなく，学級経営や生徒指

導などについて役立つ豆知識も常時掲載した。

２ 子どもたち・保護者・教職員への情報提供

を図るために

各学級や学年の学級力の取り組みを伝えるた

， 「 」 ，めに 掲示板 そよ風コーナー を新設したり

学校のブログに活動の様子を投稿したりして，

情報発信を行った。

また，子どもたち自身による情報共有を試み

た。３年生国語科「調べたことを整理して書こ

う」の単元では，調べる題材の一つに６年生の

ニコニコタイムの活動を組み入れた。実際に６

年生の活動の様子を見学したり話を聞いたりし

て，分かったことや思ったことをレポート形式

でまとめた。４年生国語科「取材したことをも

とに学級新聞を作ろう」の単元では，壁新聞の

記事の一つに６年生のニコニコタイムの活動を

組み入れ，６年生に取材して分かったことや思

ったことを新聞記事にまとめた。

中学年の段階では，なかまづくりや心ほぐし

の活動が中心で，担任主導で行われることが多

かったが，自主的に活動している６年生に接す

ることで高学年への尊敬の念が生まれてきた。

３ 学級力の時間の活用と活性化を図るために

学級集団や人間関係づくりに活用できるよう

に構成的エンカウンターグループやソーシャル

スキルトレーニングの資料や教材を各学年に提

供した。また，思考力の向上や話し合い活動の

活性化を目的としたスキルシートやグループワ

ークの資料や教材の提供も行った。

全教職員で取り組むという方針から，ニコニ

コタイムの実践を担任以外が行う機会も設定し

て実践した。

学年団で協働し，学級力を高めるための話し

合いの場として活性化できるよう，学年団のス

マイルミーティングに参加して積極的に意見を

述べるようにした。また，話し合った内容を記

したスマイルミーティングシートをもとに，話

し合いの様子を聞き取り，分かったことや感じ

たことを現職教育だよりで教職員に周知した。

スマイルミーティングシートからは，話し合

いの中で自分の学級経営の方針を再確認できた

り，悩んでいたことに対して新しい視点から助

言をもらえたりしたことがうかがえた。また，

他の学級の取り組みの情報も得られるため，新

しい取り組みに挑戦するきっかけになったとい

う声も聞かれた。

第５章 実践の成果と課題

１ 子どもたちへのアンケート結果からとらえ

た成果

毎月実施している学級力アンケートの結果の

推移を４領域別および項目別に分析し，実践の

効果を検証した。ほとんどの領域や項目で学級

力の向上が認められた。

また，昨年度と今年度の「心のげんきチェッ

ク」の自己肯定感に関わる質問項目について検

証した結果，子どもたちが自分自身を肯定的に

とらえる気持ちの高まりが認められた。

子どもたちの学級に対する感じ方や思いの変

化を見るために 「楽しい学校生活を送るため，

のアンケート（Ｑ－Ｕ 」を分析した結果，１）



回目の承認得点の全校平均は，昨年度に比べて

上昇が認められた。

２ 教職員へのアンケート結果からとらえた成果

実習後に全教職員を対象に，実習で取り組ん

だことや，今年度の現職教育について記述式の

アンケートを実施し，その結果をまとめた。

教職員間の共通理解や情報共有をめざした取

り組みにより，共通理解や情報共有がよくでき

たと感じている教職員が多かった。特に参加型

研修が有意義であったという回答が多かった。

ニコニコタイムですぐに使える資料や教材の

提供は有効であった。準備時間の短縮や抵抗感

の弱まりなど使い勝手のよさが挙げられ，昨年

度に比べて積極的に取り組む学級が増えた。ま

たスマイルミーティングの活性化により，学年

団でチームとして学級経営に取り組もうとする

意識の芽生えが感じられた。スマイルミーティ

ングの意義や進め方の具体例を全体研修などで

示したことは，教職員の意識を変革する効果が

あったと考える。

３ 今後の課題

一つ目はニコニコタイムの運営の工夫である。

本実践の結果，子どもたちに学級力向上の取り

組みに対する関心や意欲の芽生えが感じられ

た。今後は他の学級や学年の取り組みを見合う

機会を定期的に設定することが課題である。実

現すれば，子どもたち自身が学級力向上の取り

組みに見通しをもったり，取り組みに対する意

欲の向上につながったりすると期待できる。

二つ目は学級や学年間の格差である。アンケ

ート結果からは，子どもたちの学級に対する満

足感や被承認感は，学級や学年によってまだま

だ差があることがうかがえる。本実践でのスマ

イルミーティングで芽生えた協働意識をエネル

ギーにして，悩んでいる教職員を，学年団でチ

ームとしてどのように支え，取り組みを継続し

ていくかが今後の大きな課題である。

三つ目は全体研修での提案や提供する資料の

内容の検討である。教職員一人一人の価値観や

教育観の違い，各自のキャリアや教授スキルの

差が大きく，全教職員にとって取り組みの必要

性が感じれられるような提案や資料提供が難し

かった。取り組み内容を全教職員，または学年

団で見直し，その効果と課題について話し合っ

た上で，何を継続し，何を変えていくのかを，

学級力の取り組みの意義と目標に立ち返りなが

ら考えていく必要を感じた。

第６章 修了後の課題と取り組みの構想

１ 学びの軌跡について

多くの講義の中で，今までの自分の実践を裏

付ける理論を学んだ。また,自分自身を省察す

ることの重要性や,人間関係づくり・組織マネ

ジメントなどの基本原理を学んだ。講義での学

びやさまざまな立場の院生との交流により,自

身の視野を広げたり，教員としての知識や技能

を高めたりしようと思った。以上を踏まえ，２

年次の課題を設定し，実習に取り組んだ。

２ 私のキャリアデザイン

今後は，広い視野と長期的展望をもって積極

的に学級・学年経営に取り組みたい。そのため

に，研修や勉強会への参加など，新しい情報を

得たり自分自身を客観的に見たりする機会を積

極的に作り，学んだことを発信していきたい。

子どもたちは居心地がよく安心感のある学校

や学級で自分の力を発揮し，伸ばすことができ

る。教職員にとっても学校や職員室はそうある

べきと思う。大学院での学びを生かし，人間関

係づくりをコーディネートすることで 「縁の，

下の力持ち」として学校を支えられるよう，取

り組んでいきたい。


